様式第２号（その３）（第２条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整　備　項　目　表　（　道　路　）

	
	 路　線　名
	
	 所　在　地
	
	

	
	  eq \o\ad(延長距離,　　　　　　　　　　)
	
	


１　歩道等
	
	 　　　 eq \o\ad(整備基準,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 図面及び歩道等の

 名称又は番号（記

 号）
	 　　 eq \o\ad(設計内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 判定
	

	
	 歩道等を設ける場合には，次の整備基準に適合させるこ

 と。
	
	 （歩道等）　　・　有　　・　無
	
	

	
	 歩道等の構

 造
	 有効幅員2ｍ以上（自転車歩行者道は3ｍ

 以上）
	
	 （幅員）　　　　　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 平たんな仕上げ
	
	 
	
	

	
	
	 滑りにくく、水はけの良い仕上げ
	
	 （仕上材）
	
	

	
	
	 歩道と車道に分離
	
	 （分離する方式）

 ・　マウントアップ方式

 ・　フラット方式

 ・　その他（　　　　　　　　）

 （分離するもの）

 ・　縁石

 ・　植樹帯

 ・　防護柵

 ・　アスカーブ

 ・　その他（　　　　　　　　）
	
	

	
	
	 セミフラット形式を標準とする
	
	
	
	

	
	
	 横断勾配1％以下（沿道の状況その他の特別な理由によりやむを得ない場合には2％以下）
	
	 （横断勾配）　　　　　　　　％
	
	

	
	
	 段差の切下げ
	
	 ・　歩道等の巻込部の歩道と車道

 ・　横断歩道の歩道等と車道

 ・　横断歩道の中央分離帯と車道
	
	

	
	
	 すりつけ勾配5%以下
	
	 （勾配）　　　　　　　　　％
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	 切下げ部分の段差2cm，角をとる
	
	 （段差）　　　　　　　　　　cm
	
	

	
	
	 排水溝に適切な溝蓋の設置
	
	 （排水溝の有無）・　有　・　無

 （溝蓋の構造）
	
	

	
	
	 線状ブロック及び点状ブロックの

 敷設
	
	 平面図に敷設箇所を記入し，使用

 するブロックのカタログ等を添付

 してください。
	
	


（注意）１　記入方法
　　　　　⑴　「図面及び歩道等の名称又は番号（記号）」及び「設計内容」の欄に必要な事項を記入してください。

　　　　　⑵　「判定」の欄には，整備基準に適合する場合には「○」を，適合しない場合には「×」を，該当する事項

がない場合には「／」をそれぞれ記入してください。ただし，判定の欄が「＼」になっている場合には，記

入の必要はありません。

　　　　２　用語の説明
　　　　　⑴　「線状ブロック」とは、視覚障害者の誘導を行うために床面に敷設されるブロックその他これに類するも
のであって、線状の突起が設けられており、かつ、周囲の床面との色の明度の差又は輝度比が大きいこと等
　　　　　　により容易に識別できるものをいいます。
　　　　　⑵　「点状ブロック」とは、視覚障害者に対し段差の存在等の警告又は注意喚起を行うために床面に敷設され
　　　　　　るブロックその他これに類するものであって、点状の突起が設けられており、かつ、周囲の床面との色の明

　　　　　　度の差又は輝度比が大きいこと等により容易に識別できるものをいいます。

　　　　３　整備基準の説明
　　　　　　線状ブロック及び点状ブロックは，市街地を形成している地域の歩道等並びに市街地以外で視覚障害者の歩
行が多い歩道等及び公共交通機関の駅・停留所と視覚障害者の利用が多い施設を結ぶ歩道等に敷設してく
ださい。　　

２　立体横断施設
　⑴　立体横断施設
	
	 　　　 eq \o\ad(整備基準,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 図面及び立体横断

 施設の名称又は番

 号（記号）
	 　　 eq \o\ad(設計内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 判定
	

	
	 立体横断施設を設ける場合には，次の整備基準に適合さ

 せること。
	
	 （立体横断施設）・　有　・　無
	
	

	
	 立体横断施

 設の通路
	 有効幅員2ｍ以上
	
	 （有効幅員）　　　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 平たんな仕上げ
	
	 　　　　　　　　
	
	

	
	
	 滑りにくく、水はけの良い仕上げ
	
	 （仕上材）
	
	

	
	
	 必要に応じて、線状ブロックを敷設
	
	平面図に敷設箇所を記入し，使用

 するブロックのカタログ等を添付

 してください。
	
	

	
	立体横断施

 設の階段
	 蹴上げ16cm以下，

 踏面30cm以上，

 蹴込み2cm以下
	
	 （蹴上げ）　　　　　　　　　cm

 （踏面）　　　　　　　　　　cm

 （蹴込み）　　　　　　　　　cm
	
	

	
	
	 段を識別しやすい構造
	
	 ・　踏面，蹴上げ，段鼻の色を変

 　　える。

 ・　その他（　　　　　　　　）
	
	

	
	
	 回り段を設けない
	
	 （回り段）　　・　有　　・　無
	
	

	
	
	 つまずきにくい構造
	
	 ・　蹴込み板を設け，段鼻を突き

 　　出さない。

 ・　その他（　　　　　　　　）
	
	

	
	
	 両側に連続した二段の手すりを設置
	
	 （手すり）　　・　有　　・　無
	
	

	
	
	 平たんな仕上げ
	
	 　　　　　　　　
	
	

	
	
	 滑りにくく、水はけの良い仕上げ
	
	 （仕上材）
	
	

	
	
	 両側には10㎝程度の立ち上がり部、柵、そ
 の他これに類する工作物の設置

	
	 （立ち上がり）

 　・　有（　　　　㎝）　・　無
	
	

	
	その他の構
造
	 階段の上端及び下端付近及び踊場に点状ブ
ロックを敷設
	
	 平面図に敷設箇所を記入し，使用

 するブロックのカタログ等を添付

 してください。
	
	

	
	 
	
	
	
	
	

	
	
	 歩道等の路面から立体横断施設の底部まで

 の高さが2.5ｍ以下である部分への柵の設

 置
	
	
	
	

	
	
	 十分な明るさの確保（地下横断歩道）
	
	
	
	


（注意）１　記入方法
　　　　　⑴　「図面及び立体横断施設の名称又は番号（記号）」及び「設計内容」の欄に必要な事項を記入してくださ

　　　　　　い。

　　　　　⑵　「判定」の欄には，整備基準に適合する場合には「○」を，適合しない場合には「×」を，該当する事項

がない場合には「／」をそれぞれ記入してください。ただし，判定の欄が「＼」になっている場合には，記

入の必要はありません。

　　　　２　用語の説明
　　　　　⑴　「立体横断施設」とは，立体横断橋及び地下横断歩道をいいます。

　　　　　⑵　「線状ブロック」とは、視覚障害者の誘導を行うために床面に敷設されるブロックその他これに類するも
のであって、線状の突起が設けられており、かつ、周囲の床面との色の明度の差又は輝度比が大きいこと等
　　　　　　により容易に識別できるものをいいます。

　　　　　⑶　「点状ブロック」とは、視覚障害者に対し段差の存在等の警告又は注意喚起を行うために床面に敷設され
　　　　　　るブロックその他これに類するものであって、点状の突起が設けられており、かつ、周囲の床面との色の明

　　　　　　度の差又は輝度比が大きいこと等により容易に識別できるものをいいます。

　⑵　立体横断施設に設ける傾斜路
	
	 　　　 eq \o\ad(整備基準,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 図面及び立体横断

 施設の名称又は番

 号（記号）
	 　　 eq \o\ad(設計内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 判定
	

	
	 必要に応じて次の構造の傾斜路及びその踊場を設けるこ

 と。
	
	 （傾斜路・踊場）・　有　・　無
	
	

	
	 傾斜路及び

 その踊場の

 構造
	 内のり幅2ｍ以上
	
	 （最小内のり幅）　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 勾配5％以下
	
	 （最大勾配）
	
	

	
	
	 高さが75㎝以内ごとに踏幅1.5ｍ以上の踊

 場を設置
	
	 （踊場の有無）　・　有　・　無

 （踊場の踏幅）　　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 傾斜路の同一平面で交差・接続する部分に

 踏幅1.5ｍ以上の踊場を設置
	
	 （踊場の有無）　・　有　・　無

 （踊場の踏幅）　　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 両側に連続した二段の手すりを設置
	
	 （手すり）　　・　有　　・　無
	
	

	
	
	 平たんな仕上げ
	
	
	
	

	
	
	 滑りにくく、水はけの良い仕上げ
	
	 （仕上材）
	
	

	
	
	 踊場及び傾斜路に接する部分と識別しやす

 い色調
	
	 （傾斜路の色）

 （その他の色）
	
	


	
	
	両面に，35cm程度の立ち上がり部、柵、そ
の他これに類する工作物の設置
	
	 （立ち上がり）

 　・　有（　　　　㎝）　・　無
	
	

	
	
	 傾斜路の上端及び下端付近の部分及び踊場

 に点状ブロックを敷設
	
	 平面図に敷設箇所を記入し，使用

 するブロックのカタログ等を添付
	
	

	
	
	
	
	 してください。
	
	


（注意）１　記入方法
　　　　　⑴　「図面及び立体横断施設の名称又は番号（記号）」及び「設計内容」の欄に必要な事項を記入してくださ

　　　　　　い。

　　　　　⑵　「判定」の欄には，整備基準に適合する場合には「○」を，適合しない場合には「×」を，該当する事項

　　　　　　がない場合には「／」をそれぞれ記入してください。

　　　　２　用語の説明
　　　　　⑴　「立体横断施設」とは，立体横断橋及び地下横断歩道をいいます。

　　　　　⑵　「点状ブロック」とは、視覚障害者に対し段差の存在等の警告又は注意喚起を行うために床面に敷設され
　　　　　　るブロックその他これに類するものであって、点状の突起が設けられており、かつ、周囲の床面との色の明

　　　　　　度の差又は輝度比が大きいこと等により容易に識別できるものをいいます。
　⑶　立体横断施設に設けるエレベーター
	
	 　　　 eq \o\ad(整備基準,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 図面及び立体横断

 施設の名称又は番

 号（記号）
	 　　 eq \o\ad(設計内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 判定
	

	
	 必要に応じて次の構造のエレベーターを設けること。
	
	 （エレベーター）・　有　・　無
	
	

	
	 エレベータ

 ー（籠）

 の構造
	 内のり幅1.5ｍ以上
	
	 （内のり幅）　　　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 内のり奥行き1.5ｍ以上
	
	 （内のり奥行き）　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 車椅子の転回に支障のない平面形状
	
	 （平面形状）
	
	

	
	
	 停止予定場所及び現在位置の表示装置の設

 置
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 到着場所及び戸の閉鎖を知らせる音声装置

 の設置
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 籠の出入口が複数ある場合，停止階ごとの
 開閉する出入口を見やすい方法で表示

	
	 （表示の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	籠の出入口が複数ある場合，開閉する出入口を知らせる音声装置を設置

	
	（設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 非常事態を知らせる自動放送装置を設置
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 戸の開閉状態を確認できる鏡を設置
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	出入口に近接する籠内の部分は、籠の床材

 と異なる材質の床材を敷設

	
	 平面図に敷設箇所を記入し，使用

 する床材のカタログ等を添付して

 ください。
	
	

	
	
	 出入口に，利用者を感知し，戸の閉鎖を自

 動的に制止できる装置を設置
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 左右両面の側板に車椅子使用者が利用しや
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 すいインターホンの設置
	
	
	
	

	
	
	 左右両面及び正面の側板に手すりを設置
	
	 （手すり）　　・　有　　・　無
	
	

	
	
	 籠及び昇降路の出入口の内のり幅90㎝以上
	
	 （内のり幅）　　　　　　　　㎝
	
	

	
	
	 車椅子使用者が利用しやすい制御装置の設

 置（左右両面の側板）
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 視覚障害者が利用しやすい制御装置の設置

 （点字による表示）
	
	 （点字表示）　・　有　　・　無
	
	

	
	 エレベータ

 ー（乗降ロ

 ビー）の構

 造
	 車椅子使用者が利用しやすい制御装置の設

 置
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	
	 視覚障害者が利用しやすい制御装置の設置

 （点字による表示）
	
	 （点字表示）　・　有　　・　無
	
	

	
	
	 幅及び奥行きが内のり1.8ｍ以上の回転ス

 ペースの設置
	
	 （幅）内のり　　　　　　　　ｍ

 （奥行き）内のり　　　　　　ｍ
	
	


（注意）１　記入方法
　　　　　⑴　「図面及び立体横断施設の名称又は番号（記号）」及び「設計内容」の欄に必要な事項を記入してくださ

　　　　　　い。

　　　　　⑵　「判定」の欄には，整備基準に適合する場合には「○」を，適合しない場合には「×」を，該当する事項

がない場合には「／」をそれぞれ記入してください。

　　　　２　用語の説明
　　　　　　「立体横断施設」とは，立体横断橋及び地下横断歩道をいいます。

　　　　３　整備基準の説明
　　　　　　視覚障害者が利用しやすい制御装置は，車椅子使用者が利用しやすい制御装置とは別のものとします。

　⑷　立体横断施設に設けるエスカレーター
	
	 　　　 eq \o\ad(整備基準,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 図面及び立体横断

 施設の名称又は番

 号（記号）
	 　　 eq \o\ad(設計内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 判定
	

	
	 必要に応じて次の構造のエスカレーターを設けること。
	
	 （エスカレーター）・有　・無
	
	

	
	 エスカレー

 ターの構造
	 内のり幅1ｍ以上
	
	 （内のり幅）　　　　　　　　㎝
	
	

	
	
	  eq \o\ad(乗降口での移動手すりの水平部分の長さ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
 1.2ｍ以上
	
	 （水平部分）　　　　　　　　ｍ
	
	

	
	
	 乗降口の床面とくし板の識別しやすさ
	
	 ・　乗降口の床面に色による縁取

 　　り

 ・　その他（　　　　　　　　）
	
	

	
	
	 乗降口のステップの水平部分は3枚以上

 定常段差に達するまでのステップの水平部

 分は5枚以上
	
	 （乗降口のステップの水平部分）
　　　　　　　　　　　　　　枚

 （定常段差に達するまでのステップの水平部分）　　　　　　枚
	
	


（注意）１　記入方法
　　　　　⑴　「図面及び立体横断施設の名称又は番号（記号）」及び「設計内容」の欄に必要な事項を記入してくださ

　　　　　　い。

　　　　　⑵　「判定」の欄には，整備基準に適合する場合には「○」を，適合しない場合には「×」を，該当する事項

がない場合には「／」をそれぞれ記入してください。

　　　　２　用語の説明
　　　　　　「立体横断施設」とは，立体横断橋及び地下横断歩道をいいます。

３　ベンチ
	
	 　　　 eq \o\ad(整備基準,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 図面及びその他の

 設備の名称又は番

 号（記号）
	 　　 eq \o\ad(設計内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 判定
	

	
	 必要に応じてベンチを設ける。
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	


（注意）　記入方法
　　　　　⑴　「図面及びその他の設備の名称又は番号（記号）」及び「設計内容」の欄に必要な事項を記入してくださ

　　　　　　い。

　　　　　⑵　「判定」の欄には，整備基準に適合する場合には「○」を，適合しない場合には「×」を，該当する事項

がない場合には「／」をそれぞれ記入してください。

４　案内標示等
	
	 　　　 eq \o\ad(整備基準,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 図面及び案内標示

 等の名称又は番号

 （記号）
	 　　 eq \o\ad(設計内容,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 判定
	

	
	 公共施設等の案内標示等の整備
	
	 （設置の有無）・　有　　・　無
	
	

	
	 設置箇所，表記方法等の配慮
	
	 平面図に設置箇所を記入してくだ

 さい。
	
	


（注意）１　記入方法
　　　　　⑴　「図面及び案内標示等の名称又は番号（記号）」及び「設計内容」の欄に必要な事項を記入してください。

⑵　「判定」の欄には，整備基準に適合する場合には「○」を，適合しない場合には「×」を，該当する事項

がない場合には「／」をそれぞれ記入してください。

　　　　２　用語の説明
　　　　　　「案内標示等」とは，案内板，案内標示その他これらに類するものをいいます。


